
為替週間展望＝ドル円は１０５～１０６円台中心に推移か

　　　　　　　　　　［８月２６日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 19 日～ 8 月 23 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  106.32   106.70(19)    106.16(20)    106.63   +0.25

ユーロ・ドル  1.1095   1.1114(19)    1.1061(23)    1.1070   -0.0020

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    20,710.91     +292.10     日本10年債利回り  -0.232   -0.004

ダウ平均株価    26,252.24     +366.23     米10年債利回り     1.613   +0.059

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２６日　ＮＺ７月貿易収支

　　　　日本６月景気動向指数改定値

　　　　独８月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米７月耐久財受注

２７日　独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　米６月住宅価格指数、米６月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米８月消費者信頼感指数

２８日　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

２９日　独８月雇用統計

　　　　独８月消費者物価指数速報値

　　　　カナダ第２四半期経常収支

　　　　米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値、米新規失業保険申請件数

３０日　日本７月雇用統計、日本７月有効求人倍率

　　　　日本７月小売業販売額、日本７月鉱工業生産指数

　　　　豪７月住宅建設許可件数

　　　　スイス８月ＫＯＦ先行指数

　　　　ユーロ圏７月雇用統計、ユーロ圏８月消費者物価指数速報値

　　　　カナダ第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　米７月個人所得・支出

　　　　カナダ７月鉱工業製品価格

　　　　米８月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米８月ミシガン大学消費者信頼感指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米2年債と10年債の利回りが逆転する逆イールドが起きたこともあ

り、米景気の減速懸念が高まる可能性をみていた。ドイツのマイナス成長を受けてユー

ロの先安観も指摘していた。

【ドル円は米利下げ期待が若干後退】

　ドル円は106円台での推移が続いた。安値は106円10銭台まで、高値は106円60銭台ま

でと、かなり狭いレンジでの取引が続いた。米中通商問題への警戒感が継続も、106円

を割り込むような動きにはならず。カンザスシティ連銀が主催する経済シンポジウム

「ジャクソンホール会議」でパウエル議長が日本時間23日に23時から講演を行うという

ことで、それまで積極的な取引を手控えようという動きなどが見られた。
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　ポンペオ米国務長官が、中国の通信機器大手ファーウェイ・テクノロジーズに対する

輸出禁止措置などの対応について、国家安全保障上の問題であり、立場に矛盾はないと

従来の姿勢を踏襲する発言を行った際に、ドル円が106円10銭台まで値を落とすなど、

米中問題に対する神経質な動きは継続も、大きな流れにつながらなかった。

　10年半ぶりの利下げに踏み切った7月30日、31日開催のFOMCの議事要旨が21日に公表

された。声明の時点でも示されていた、今回の利下げが今後の利下げサイクルの始まり

を意味するのではなく、大きな流れの中での調整であるという姿勢が、議事録でも確認

された。声明と同様の姿勢ということもあり、大きなサプライズはなかったが、こうし

た議論が行われたすぐ後、9月のFOMCで一気に0.50%の利下げを行うのは難しいのではと

の思惑もあり、市場の利下げ期待が若干後退。FF金利先物市場動向から割り出した利下

げ確率を示す「CMEFedWatch」では、少数派ながら見られた0.50%の利下げ見通しがなく

なり、代わりに少数派ながら据え置き見通しが出る状況となって、100%の利下げ織り込

みが後退する状況に。大勢の見通しは0.25%の利下げという状況に変化がないだけに、

相場への影響は限定的とはいえ、若干のドル買い材料となった。

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２６日に日本６月景気動向指数改定値、

米７月耐久財受注、２７日に米６月住宅価格指数、米６月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格

指数、米８月消費者信頼感指数、２８日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、２９日に米第

２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値、米新規失業保険申請件数、３０日に日本７月雇

用統計、日本７月有効求人倍率、日本７月小売業販売額、日本７月鉱工業生産指数、米

７月個人所得・支出、米８月シカゴ購買部協会景気指数、米８月ミシガン大学消費者信

頼感指数などがある。

　　　　

【ユーロドルは上値の重い展開か】

　ユーロはイタリアの政局懸念とドイツの景気先行き不透明感が重石となりそうだ。イ

タリアはコンテ首相が20日に辞表を提出したことで政局懸念が広がっている。マッタ

レッラ大統領がコンテ氏に対して事態が落ち着くまで暫定的に政権を運営するよう命じ

たが、暫定政権には予算の承認権がないこともあり、今後の混乱は不可避となりそう。

不透明な情勢は投資資金の逃避を誘うため、ユーロ売りの圧力につながる。

　ドイツは直近の経済指標の弱さが警戒感を誘っている。13日の独ZEW景況感指数(8月)

は予想をはるかに下回り2011年以来の低水準を記録。26日に発表されるIfo景況感指数

の前哨戦という位置づけもあるだけに、同指標も弱めに出るのではとの警戒感が広がっ

ている。前回7月のIfo景況感指数は2013年以来の低水準となる95.7を記録。今回は小幅

ながらさらに低下が見込まれている。予想をさらに下回って弱めの数字が出るようだ

と、9月のECB理事会での追加緩和圧力につながりユーロ売りを誘いそうだ。

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２６日にＮＺ７月貿易収支、独８月ｉｆｏ

景況感指数、２７日に独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、２９日に独８月雇用

統計、独８月消費者物価指数速報値、カナダ第２四半期経常収支、３０日に豪７月住宅

建設許可件数、スイス８月ＫＯＦ先行指数、ユーロ圏７月雇用統計、ユーロ圏８月消費

者物価指数速報値、カナダ第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）、カナダ７月鉱工業製品価

格などがある。

　　

（ミンカブ　山岡和雅）
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